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民生用電気機器 2018 年７月度国内出荷実績 

 

【概況】 
民生用電気機器の 2018 年７月度の国内出荷金額は、2,811 億円、前年同月比（以下

前年比と略記）107.2％と３ヵ月連続のプラスとなった。 

製品別の国内出荷金額を見ると、ルームエアコンは 1,380 億円、前年比 112.2％と６ヵ

月連続のプラス、電気洗濯機は 293 億円、同 112.7％と２ヵ月ぶりのプラス、電気冷蔵庫

は 488 億円、同 100.9％と３ヵ月連続のプラスとなった。 

 

民生用電気機器全体では、７月は全国的に気温が高く猛暑日が続き、ルームエアコン

等の主要製品を中心に高水準を維持した。７月として過去 10 年で最も高い出荷額となり、

ルームエアコンは台数ベースで統計開始以来、過去最高となった。 

 

単位：金額 億円、前年比 ％ 

年月 '17/7 8 9 10 11 12 '18/1 2 3 4 5 6 7 

金額 2,623 1,863 1,977 1,441 1,634 2,183 1,581 1,796 2,308 1,585 1,938 2,817 2,811 

前年比 99.0 104.4 105.2 95.1 88.9 96.3 100.2 103.2 105.8 99.8 101.0 102.4 107.2 
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[％][億円] 民生用電気機器国内出荷 金額動向

国内出荷金額（左目盛） 前年同月比（右目盛）



【  2018 年７月度主要製品の国内出荷数量  】 

● ルームエアコン 

・ 2018 年７月は、1,763 千台、前年比 110.9％となり、６ヵ月連続のプラスとなった。 

・ ７月は全国的に気温が高く猛暑日が続いたこともあり、二桁の伸びとなった。 

 

● 電気冷蔵庫 

・ 2018 年７月は、447 千台、前年比 103.7％となり、２ヵ月連続のプラスとなった。 

・ 全体の約半数を占める「401Ｌ以上」の大型タイプは、216 千台、同 96.0％となり、２ヵ

月ぶりのマイナスとなった。 

 

● 電気洗濯機 

・ 2018 年７月は、376 千台、前年比 108.1％となり、２ヵ月ぶりのプラスとなった。 

・ まとめ洗いや大物洗いへのニーズにより「8.0kg 以上」の大型タイプが引き続き堅調で

ある。 

 

● 電気掃除機 

・ 2018 年７月は、400 千台、前年比 103.2％となり、３ヵ月連続のプラスとなった。 

・ キャニスター形の構成比が減少する一方、たて形（スティック形）の構成比が拡大して

いる。 

 

● 電子レンジ 

・ 2018 年７月は、231 千台、前年比 101.9％となり、２ヵ月連続のプラスとなった。 

・ 「オーブンレンジ」はマイナスとなったが、「単機能レンジ」は５ヵ月連続のプラスとなり、

好調を維持している。 

 

● ジャー炊飯器 

・ 2018 年７月は、363 千台、前年比 99.8％となり、２ヵ月ぶりのマイナスとなった。 

・ おいしい御飯を求められ、高火力の IH 式が全体の約７割を占めている。 

 

● ＩＨクッキングヒーター 

・ 2018 年７月は、63 千台、前年比 100.2％となり、７ヵ月連続のプラスとなった。 

・ 全体の約８割が「２口以上のビルトイン型」となっており、清掃性や調理機能の向上も

進み、引き続き堅調に推移している。 

 

以  上 
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